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R3年度決算
10件

条例改正
１件

市道路認定
１件

人事案件
３件

条例制定
１件

Ｒ4年度補正予算
４件

市道変更
１件

議員提出議案
２件

会 期
8月31日から
9月21日まで

すべて原案
どおり可決
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前年度比 19.3％減

令和３年度主な事業
●新型コロナウイルスワクチン接種等事業

新型コロナウイルスワクチン接種の体制整備及び接種の経費
　3億5,254万円

●プレミアム付商品券発行事業
市内における消費拡大と地域経済活性化のためのプレミアム付商品券の
発行・販売事業に補助　　　　  　　　　 　　　　　　　4億2,438万円

●常陸大宮駅周辺整備事業
常陸大宮駅周辺整備を推進するための周辺地域の調査や各種測量・設計

1億1,900万円

●防災行政無線デジタル化整備事業
防災行政無線設備更新のためのデジタル防災行政無線システムの整備工事

1億9,461万円

●不妊治療費助成事業
特定不妊治療に要する費用において県の助成額を差し引いた全額を助成

　　　　　　　　　1,163万円

●移住・定住促進事業
市内に住宅を取得する子育て世帯等に対し、住宅取得奨励金として最大
70万円を交付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,718万円
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歳出 243億4,879万円

限限られたられた財源財源のの下、下、
市総合計画市総合計画にに基基づくづく各種施策各種施策をを推進推進



令和３年度令和３年度
決　算決　算

《監査委員の意見》《監査委員の意見》～一部抜粋～～一部抜粋～

特別会計・事業会計決算額特別会計・事業会計決算額

会　　　計　　　名 収　　入 支　　出

下水道事業会計 収益的収入及び支出 14億2,616万円 10億5,962万円
資本的収入及び支出 8億91万円 12億5,017万円

　一般会計決算においては、昨年度同様にコロナ禍の影響を大きく受けた決算となっている。国の支援策である住民税非課
税世帯等に対する臨時特別給付金を始めとする給付金支給事業やワクチン接種事業、新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金等を活用した市独自の施策として、プレミアム付商品券発行事業や各種事業者支援事業及び小中学校のコ
ロナ禍における学習環境の整備など、年11回の補正予算措置による様々な感染症対策事業がきめ細やかに展開されている。
　その一方で、10億円を超える多額の不用額が生じており、コロナ禍における各種事業の中止等、それぞれ個別の事情が
あるものの、適正な予算計上及び計画的かつ着実な予算執行に取り組むことが重要である。
　将来にわたり健全な財政運営を維持するため、引き続き、真に必要な市民サービスを的確かつ迅速に把握し、更なる選
択と集中を図るなど、限られた財源の下で最大の事業効果を発揮し、持続可能な財政基盤の構築に向け、全庁を挙げ積極
的に取り組まれることを期待したい。
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※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、
　当年度分損益勘定留保資金で補てんした。

会　　　計　　　名 収　　入 支　　出

上水道事業会計 収益的収入及び支出 13億5,515万円 12億401万円
資本的収入及び支出 3億3,146万円 7億4,900万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金
　で補てんした。

前年度比 18.8％減

会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険特別会計 事業勘定 45億4,367万円 44億6,008万円
診療施設勘定 1億9,354万円 1億7,786万円

公営墓地特別会計 5,150万円 2,429万円
介護保険特別会計 51億1,652万円 49億8,457万円
戸別浄化槽整備事業特別会計 4,666万円 4,350万円
温泉事業特別会計 1億7,163万円 1億7,047万円
後期高齢者医療特別会計 5億8,136万円 5億7,979万円

合　　　　　計 107億488万円 104億4,056万円
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一 般 会 計
歳入 255億411万円



Ｑ　
高
齢
者
等
世
帯
ご
み
出
し
実
態
調
査
の
実
施
方
法
と
内
容
に
つ

い
て

Ａ　
エ
リ
ア
を
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
に
あ
た
り
、
大
宮
地
域
以
外

の
方
を
調
査
対
象
と
し
て
市
内
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
全
40
件
の
う
ち
、
拡
大
地
域
の
対

象
者
が
14
件
、
残
り
は
大
宮
地
域
の
新
規
対
象
者
で
、
今
年
度

に
入
り
市
内
全
体
で
51
名
が
事
業
を
利
用
し
て
お
り
、
新
た
に

増
え
た
場
合
は
随
時
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ　
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
額
の
約

半
分
が
不
用
額
と
な
っ
た
こ
と
の
具
体
的
な
詳
細
は

Ａ　
戸
別
受
信
機
の
追
加
製
造
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
想
定
よ
り
も

設
置
件
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
工
事
費
が
か
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
工
期
が
年
度
末
ま
で
の
た
め
減
額
補
正
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、多
額
の
不
用
額
が
発
生
し
ま
し
た
。

製
造
見
込
が
６
５
０
０
台
の
と
こ
ろ
、
実
績
は
３
５
０
０
台
で
、

設
置
予
定
は
６
３
０
０
台
の
と
こ
ろ
、
実
績
は
３
３
０
１
台
で
し

た
。

Ｑ　
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
２
０
１
件
の
支

援
品
別
の
件
数
や
交
付
後
の
活
用
状
況
は
把
握
し
て
い
る
か

Ａ　
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
券
１
６
８
件
、
い
ば
っ
ピ
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
18

件
、
半
分
ず
つ
の
両
方
が
15
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
率
は
事
業

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
43
％
、
い
ば
っ
ピ
が
92

％
の
利
用
率
で
す
。

Ｑ　
移
住
定
住
促
進
事
業
の
中
で
、
定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅
取
得
奨

励
金
95
件
の
地
域
別
内
訳
と
前
年
度
と
の
比
較
は
ど
う
か

Ａ　
大
宮
地
域
85
件
、
山
方
地
域
３
件
、
美
和
地
域
１
件
、
緒
川
地
域

３
件
、
御
前
山
地
域
３
件
で
、
昨
年
度
は
81
件
で
し
た
。

Ｑ　
非
常
備
消
防
運
営
費
の
中
で
、
消
防
団
報
酬
実
績
が
２
６
５
４
万

円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
末
時
点
の
団
員
数
、
新
規

加
入
者
な
ど
の
詳
細
は

Ａ　
令
和
３
年
度
末
団
員
数
は
９
２
７
名
、
新
入
団
員
数
は
８
名
で
す
。

　
Ｑ　
消
防
費
の
中
の
庶
務
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
、
５
０
０
万
円
近
い

不
用
額
発
生
の
原
因
は

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
会
議
が
書
面
会
議
に
な
っ
た
こ
と
や

勤
務
手
当
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

委員長：三次 弘史 議員　　副委員長：小原 明彦 議員

QQ&&AA
pick uppick up集中審議集中審議
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財
政
・
ま
ち
づ
く
り

財
政
・
ま
ち
づ
く
り

窓口対応の様子

高齢者等世帯でのごみ出し支援



予算決算常任委員会予算決算常任委員会  （9月13～15日）（9月13～15日）

Ｑ　
地
域
医
療
学
講
座
の
内
訳
は

Ａ　
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
等
の
医
師
不
足
改
善
を
図
る
た
め
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
と
３
年
間
、
東
京
女
子
医
科
大
学
と
４
年
間

の
協
定
を
結
び
、
合
計
５
名
の
医
師
が
大
学
病
院
か
ら
派
遣
さ

れ
、
常
勤
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
家
庭
児
童
相
談
事
業
の
相
談
内
容
や
虐
待
通
報
等
の
件
数
は

Ａ　
相
談
件
数
の
合
計
は
21
件
で
、
内
訳
は
虐
待
相
談
12
件
、
養
育

相
談
６
件
、
不
登
校
相
談
２
件
、
自
閉
症
等
相
談
１
件
で
す
。

虐
待
通
報
は
１
件
で
、
担
当
課
・
教
育
委
員
会
等
関
係
機
関
等

で
ケ
ー
ス
検
討
を
行
い
、
本
人
の
意
向
を
踏
ま
え
処
理
し
ま
し

た
。

Ｑ　
心
配
ご
と
相
談
で
の
相
談
内
容
は

Ａ　
相
続
に
関
す
る
相
談
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
実
績
は

Ａ　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
を
32
名
に
交
付
し
、
15
名
の
方
が
妊

娠
・
出
産
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　
市
史
編
さ
ん
委
員
の
人
数
と
年
間
の
活
動
内
容
は

Ａ　
市
史
編
さ
ん
委
員
は
８
名
で
、
令
和
３
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対

面
に
よ
る
会
議
を
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
の
計
２
回
行
い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
６
部
会
あ
り
、
合
計
60
名
で
計
20
回
の
会
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　
長
山
景
樹
奨
学
基
金
の
給
付
内
容
は

Ａ　
平
成
27
年
度
か
ら
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
申
請
が
あ
っ
た
、
市
内
の
二
つ
の
高
校
に
通
う
生

徒
を
対
象
と
し
て
各
校
２
名
を
選
考
し
、１
人
１
万
５
０
０
０
円
、

市
内
の
高
校
か
ら
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
を
対
象
と
し
て
各
校
１

名
を
選
考
し
、
１
人
５
万
円
、
市
外
の
高
校
か
ら
大
学
に
進
学
し

た
生
徒
を
対
象
に
２
名
を
選
考
し
１
人
３
万
円
を
毎
月
支
給
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
を
含
み
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
高
校
生
25

名
、
大
学
生
27
名
の
合
計
52
名
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

令和3年度令和3年度 決算審査決算審査
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祉

教
育
・
福
祉

市史編さん委員オンライン会議



Ｑ　
温
泉
・
温
浴
施
設
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
革
は
し
な
い
の
か

Ａ　
温
泉
審
議
会
で
議
論
・
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等

の
調
査
等
を
し
、
分
析
検
討
し
た
答
申
を
も
ら
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
温
泉

審
議
会
の
中
心
課
題
は
「
縮
小
の
方
向
で
見
直
し
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

Ｑ　
住
宅
管
理
費
の
中
、
市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
整
理
の
成
果
の
内
容
と
委
託
料

の
根
拠
は

Ａ　
過
年
度
分
と
し
て
98
件
の
滞
納
が
あ
り
、
約
２
５
０
万
円
を
回
収
し
て
い
ま

す
。
滞
納
整
理
業
務
と
し
て
、
訪
問
等
指
導
業
務
、
呼
出
し
指
導
業
務
、
夜

間
休
日
緊
急
修
繕
受
付
業
務
が
あ
り
、業
務
ご
と
に
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
市
営
公
園
管
理
費
の
中
、「
公
園
施
設
健
全
度
調
査
」
の
詳
細
は

Ａ　
市
内
公
園
の
予
防
保
全
的
管
理
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
、計
画
的
な
修
繕
・

改
築
・
更
新
等
に
係
る
取
組
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
公
園
施
設
の
利
用
、

効
果
的
な
維
持
管
理
や
修
繕
な
ど
を
計
画
す
る
た
め
の
調
査
で
、予
備
調
査
、

健
全
度
調
査
、
健
全
度
緊
急
判
定
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

は
市
内
５
公
園
を
調
査
し
ま
し
た
。

Ｑ　
農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
実
働
日
数
に
つ
い
て
、

ま
た
、
報
酬
の
見
直
し
は
年
度
毎
に
行
う
こ
と
は
し
な
い
の
か

Ａ　
実
働
日
数
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
委
員
は
月
平
均
３
・
27
日
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
月
平
均
４
・
03
日
で
す
。
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

3
年
の
任
期
毎
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
水
質
検
査
費
に
つ
い
て
、
定
期
検
査
の
回
数
及
び
臨
時
検
査
は
ど
の
よ
う
な

場
合
に
行
う
の
か

Ａ　
定
期
検
査
に
つ
い
て
、全
項
目
（
51
項
目
）
は
年
１
回
、省
略
不
可
項
目
（
９

項
目
）
は
月
１
回
の
年
12
回
、
消
毒
副
生
成
物
（
12
項
目
）
は
年
４
回
、
放

射
能
測
定
も
年
４
回
、
カ
ビ
臭
（
２
項
目
）
は
月
1
回
の
年
12
回
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

臨
時
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
臭
い
・
に
ご
り
が
発
生
し
た
時
に
使
用
者
か
ら

の
申
請
に
よ
り
行
う
も
の
で
、令
和
３
年
度
は
５
件
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
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令和４年度補正予算令和４年度補正予算

補正補正
予算予算
補正補正
予算予算

主 な 内 容主 な 内 容

一般会計
●有機農業推進事業　　　　　　　 　84万円

有機農産物の生産拡大のための農業機械・資材等
の導入や有機ＪＡＳ認証取得のための技術習得に
必要な経費等の支援

●パークアルカディアブラッシュアップ推進事業
　　　　660万円

パークアルカディアケビン村の再整備に向けた改
修工事の基本設計費

●常陸大宮駅周辺整備事業　　  　1,457万円
駅西交流拠点整備工事に係る実施設計費

●中学生英語体験事業　　　　　  　120万円
市内中学３年生を対象として、ＡＬＴ（外国語指導
助手）を招いた日常英会話の交流体験事業費

（海外研修事業が新型コロナウイルス感染症の影響により中止と
なったため実施）

採決の結果、賛成多数で認定されました。

討 論討 論 討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

髙村　　功　議員
　今、深刻な物価高騰などの暮らしの困難、福
祉・医療の危機、人口減少と地域経済の衰退な
ど、地方は深刻な問題に直面しています。さら
に、依然として収束の方向が見えないコロナ禍
が市民生活と中小零細企業の経営を苦しめてい
ます。市税の差押え件数が増加しています。市
民の生活実態に耳を傾け、生活再建などに親身
に対応する相談や収納活動に転換すべきであり、
租税債権管理機構への徴収移管はやめるべきで
す。医療福祉費では、当市は所得制限がある県
内でも数少ない自治体の一つになっています。
　以上指摘して、反対討論といたします。

圷　　司一　議員
　収束の見えない新型コロナウイルス感染症防
止対策として、ワクチン接種事業に取り組んだ
ほか、住民税非課税世帯臨時特別給付金事業な
どの生活支援、地方創生臨時交付金を活用した
プレミアム付商品券発行事業などの地域経済対
策を実施されました。
　また、地域コミュニティー活動の拠点となる
支所庁舎の改修や常陸大宮駅周辺整備事業に取
り組まれたほか、市総合計画に基づく各種施策
を推進し、それぞれの分野で大きな成果を収め
られました。
　以上のことから賛成討論といたします。

反 対反 対 賛 成賛 成

 議案第69号  令和３年度一般会計歳入歳出決算の認定について

会　　計　　名 補　正　額

一般会計（第４号） 5億3,840万円

国民健康保険特別会計
（第１号）

診療施設勘定
184万円

介護保険特別会計
（第１号） 1億4,137万円

上水道事業特別会計
（第１号）

資本的収入  55万円
資本的支出770万円
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令和 ４年 第３回定例会議決一覧令和４年 第３回定例会議決一覧

議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第69号 令和３年度常陸大宮市一般会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第70号 令和３年度常陸大宮市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第71号 令和３年度常陸大宮市公営墓地特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第72号 令和３年度常陸大宮市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第73号 令和３年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 予算決算 認定

議案第74号 令和３年度常陸大宮市温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第75号 令和３年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 予算決算 認定

議案第76号 令和３年度常陸大宮市上水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 予算決算 可決及
び認定

議案第77号 令和３年度常陸大宮市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 予算決算 可決及
び認定

議案第78号 令和３年度茨城北農業共済事務組合農業共済事業会計決算の認定について 予算決算 認定

議案第79号 常陸大宮市債権管理条例 総　　務 可決

議案第80号 常陸大宮市税条例等の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第81号 市道路線の認定について － 可決

議案第82号 市道路線の変更について － 可決

議案第83号 損害賠償の額の決定及び和解について － 可決

議案第84号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第４号） 予算決算 可決

議案第85号 令和４年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第86号 令和４年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第87号 令和４年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第88号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（野口　篠田 敏夫氏） － 同意

議案第89号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（長田　大串 理恵子氏） － 同意

議案第90号 人権擁護員の推薦につき意見を求めることについて（若林　宇留野 真由美氏） － 同意

議提第2号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 － 可決

議提第3号 議会改革推進特別委員会設置に関する決議 － 可決
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◆賛否の分かれた議案等

○：賛成　　●：反対 『－』：議長は採決に加わりません。

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！請 願・ 陳 情 は！
請願
番号 件　　　　名 提出者 付託委員会 結果

請願第
R4-2号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意見書採択を求める請願

茨城県教職員組合　
執行委員長　中山　幸男
　　　　　　　ほか１４９名

文教福祉 採択

令和４年第１回臨時会議決一覧令和４年第１回臨時会議決一覧 （令和 4年 8月 8日開会）

議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第66号 工事請負契約の締結について － 可決

議案第67号 監査委員の選任について（石沢　飛田 啓一氏） － 同意

議案第68号 監査委員の選任について（議会選出） － 同意

議案
番号 議　　　案　　　名 議決

結果

議　　　　　　員　　　　　　名
小
河
原
利
一
郎

三
次　
雅
子

倉
田　
稔
之

圷　
　
司
一

髙
村　
　
功

黒
部　
博
英

小
原　
明
彦

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

議案
第69号

令和３年度常陸大宮市一般会計歳入歳
出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案
第70号

令和３年度常陸大宮市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案
第72号

令和３年度常陸大宮市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案
第75号

令和３年度常陸大宮市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案
第76号

令和３年度常陸大宮市上水道事業会計
利益の処分及び決算の認定について

可決及
び認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
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常陸大宮市債権管理条例

常陸大宮市税条例等の一部を改正する条例

議案第79号

議案第80号

　債権管理について、市の統一的な基準を定めることにより、債権管理の適正
化を図り、もって公平かつ円滑な行財政運営に資するため制定するものです。
●「未収金の回収促進」と「未収債権の整理」

　施行期日　令和４年10月１日

　地方税法（昭和25年法律第226号）の一部改正に伴い、常陸大宮市税条例（平
成元年大宮町条例第32号）等の一部を改正するものです。

（１）住宅ローン控除の延長
（２）上場株式等の配当所得等の課税方式に係る改正
　施行期日　令和５年１月１日
　　　　　　上場株式等の配当所得等の課税方式に係る改正規定は、令和６年
　　　　　　１月１日から施行する。

条例条例
制定制定
条例条例
制定制定

条例条例
改正改正
条例条例
改正改正

総　務総　務

　　　　　　　常陸大宮市債権管理条例
Ｑ　本条例の制定により、債権放棄等に該当するものはどれくらいを見込ん

でいるか
Ａ　約１０４５件で、総額３５００万円程度を見込んでいます。

Ｑ　条例制定のメリットは
Ａ　これまでの対応困難な事例への改善が図られ、徴収不能と判断されるよ

うになります。

議案第79号

　　　　　　　常陸大宮市税条例等の一部を改正する条例
Ｑ　新型コロナウイルス感染症等による控除期間の特例規定の削除について

の詳細は
Ａ　住宅ローン控除については、条例本文中で延長されているため、附則部

分の明記を削除するものです。

議案第80号

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
小
原
　
明
彦
　
　
小
森
敬
太
郎

○
圷
　
　
司
一
　
　
髙
村
　
　
功

　
淀
川
　
茂
樹
　
　
三
次
　
雅
子

常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up

回収促進 放棄等
法的措置による強制執行等

回収に向けた統一的基準・手続

回収できる債権は確実に回収し、落とすべき債権は適切に落とす。

不良債権の整理

債権放棄等の一般的基準
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倉田　稔之  議員　…………………　Ｐ12

　　◇駅周辺整備計画について
　　◇自転車を活用した観光政策について

圷　　司一  議員　…………………　Ｐ13

　　◇教育行政について
　　◇福祉行政について

髙村　　功  議員　…………………　Ｐ14

　　◇配合飼料価格高騰への対策について
　　◇林道諸沢北富田線について

三次　雅子  議員　…………………　Ｐ15

　　◇新型コロナウイルス感染症について
　　◇山方地域の観光施設について

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ16

　　◇子育て支援について
　　◇学校教育行政について
　　◇地域振興について

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ17

　　◇人口の現状評価について
　　◇デジタル社会における住民参加への取組について

◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…一般質問とは…

今回６人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、質問者席に
　アクリルパーテーションを設置しました。

市
政
市
政
をを
問問
うう

一般質問一般質問

市
政
市
政
をを
問問
うう
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一 般 質 問

倉田　稔之
議員

　
「
駅
周
辺
整
備
計
画
」
で
出

店
優
遇
制
度
、
例
え
ば
駅
前
特

区
の
よ
う
な
も
の
を
設
定
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

現
時
点
で
は

ま
だ
検
討
段

階
で
す
が
、
駅
周
辺
に
存
在
す

る
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活
用

　
茨
城
県
は
自
転
車
日
本
一
を

目
指
す
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
の
「
自
転
車
関
連

の
観
光
分
野
の
取
組
に
つ
い

て
」
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
市
で
は
城

里
町
と
連
携

し
設
立
し
て
い
る
、
御
前
山
・

那
珂
川
広
域
連
携
協
議
会
に
お

い
て
、
御
前
山
や
那
珂
川
の
地

域
資
源
活
用
と
交
流
人
口
の
拡

大
及
び
地
域
産
業
の
活
性
化

と
、こ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
を
、

地
域
内
外
へ
広
く
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
御
前
山
サ

し
出
店
を
考
え
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
出
店
や
テ
ナ
ン
ト
料

に
係
る
補
助
制
度
等
の
支
援
策

の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
前
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
実

現
に
中
心
的
役
割
を
果
た
す
で

あ
ろ
う
推
進
組
織
実
現
の
見
通

し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

全
庁
横
断
的

な
取
組
と
し

て
、
関
係
部
署
の
課
長
補
佐
で

組
織
す
る
「
大
宮
高
台
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
に
お
い
て
勉
強
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
魅
力
を
高
め
る
施
策
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

イ
ク
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
令
和
元
年
度
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

御
前
山
ダ
ム
を
活
用
し
た
カ

ヌ
ー
な
ど
を
含
む
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ド

ル
＆
ペ
ダ
ル
で
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
も
注
目
し
て
い
る
よ
う

に
、
常
陸
大
宮
市
は
自
転
車

に
と
っ
て
は
、
う
っ
て
つ
け
の

立
地
で
す
。
今
後
は
、
自
転
車

を
活
用
し
た
観
光
を
プ
ラ
ス
し

て
、
よ
り
魅
力
の
厚
み
を
増
す

よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
、
常
陸
大

宮
市
観
光
資
源
発
掘
＆
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
調
査
に
お
い
て
提

案
さ
れ
た
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
常
陸
大
宮
」、
こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
基
軸
と
し
て
、
既
存
の

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
自
転
車
活

用
な
ど
を
含
め
た
多
種
多
様
な

ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
取
り

入
れ
な
が
ら
今
後
の
観
光
政
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

駅周辺整備計画、
全体の進捗状況は
建設部長／
ソフト事業は、今後のハード整備の
進捗に併せて検討

市
長
／
十
分
活
用
し
て
観

光
政
策
の
中
に
入
れ
込
ん

で
い
き
た
い

自
転
車
を
活
用
し
た

観
光
政
策
に
つ
い
て

市
長

建
設
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。
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※録画配信をご覧
　いただけます。
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圷　　司一
議員

　
子
育
て
支
援
日
本
一
と
称
さ

れ
る
自
治
体
と
当
市
を
比
較
し

て
も
劣
勢
は
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
当
市
の
子
育
て
支
援
の
現

状
に
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

保
育
料
軽
減

な
ど
子
育
て

支
援
事
業
の
充
実
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
子
育

て
支
援
体
制
を
充
実
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
市
独
自
で
実
施
し
て

い
ま
す
子
育
て
支
援
策
を
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
分
か

り
や
す
く
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実

を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
コ

ミ
ッ
ト
す
る
教
育
と
地
域
力
を

高
め
る
「
郷
育
」
の
二
本
の
柱

の
指
針
と
「
確
か
な
学
力
」
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。標

準
学
力
検

査
等
を
導
入

し
、
実
態
を
デ
ー
タ
と
し
て
客

観
的
に
把
握
、
個
に
応
じ
た
手

だ
て
や
交
流
を
通
じ
た
協
働
的

な
学
び
の
実
現
を
図
り
、
授
業

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
家
庭
学
習
の
充
実
と
習

熟
度
別
に
対
応
す
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
、
講
義
動
画
を
児
童

生
徒
の
個
々
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

導
入
し
ま
し
た
。
達
成
状
況
に

応
じ
て
、
発
展
的
な
問
題
や
補

習
問
題
を
配
信
す
る
流
れ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
何
が
大
切
か
、
そ
の
た

め
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
判
断

し
、
責
任
を
持
っ
て
適
切
に
事

業
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
と
学
校
の
連
携
に

よ
る
活
動
や
地
域
に
生
き
る
子

ど
も
の
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
か
ら
抽
出
さ
れ
た
心
の
教

育
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
情

操
豊
か
な
人
を
育
む
こ
と
は
重

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
教
育
長

の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の

体
験
活
動
は

豊
か
な
人
間
性
や
自
ら
学
び
、

考
え
る
力
な
ど
の
生
き
る
力
の

基
盤
、
子
ど
も
の
成
長
の
糧
と

し
て
の
役
割
な
ど
が
期
待
さ

れ
、
学
校
教
育
に
お
け
る
有
意

義
な
活
動
の
一
つ
と
捉
え
て
い

ま
す
。
社
会
環
境
が
変
化
し
、

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

希
薄
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
学

校
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
、
よ
り
多
く
の
直
接
体
験
を

通
じ
、
地
域
の
方
々
と
触
れ
合

う
こ
と
に
よ
り
、
心
の
成
長
に

大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
、
今
後
も
学
校
教
育
に

お
け
る
体
験
的
な
学
習
を
重
視

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長
／

協
働
的
な
学
び
の
実
現
を
図
り
、
授
業
の
充
実
に
努
め
て
い
る

学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

子育て支援について

保健福祉部長／
子育て支援の充実を一層推進
していきます

保
健
福
祉
部
長

その他の質問

・
水
防
に
つ
い
て

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
市
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て



一 般 質 問

林道諸沢北富田線
工事遅延の対応は
産業観光部長／
県と協議しながら、予定
年度の完成に取り組む

価
格
上
昇
分
を
吸
収
し
き
れ

ず
、
経
営
環
境
は
悪
化
し
た
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
策
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
は
。

市
で
は
８
月

23
日
に
負
担

軽
減
を
趣
旨
と
す
る
配
合
飼
料

価
格
高
騰
に
対
す
る
要
望
書
を

常
陸
太
田
市
、
大
子
町
と
と
も

に
県
に
提
出
し
ま
し
た
。
過
日
、

県
よ
り
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事

業
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
当
市
の
畜
産
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
。

現
在
の
と
こ

ろ
廃
業
等
に

至
っ
た
農
家
は
な
い
も
の
の
、

厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
配
合

飼
料
価
格
安
定
制
度
に
お
い

て
、
生
産
者
と
メ
ー
カ
ー
が
積

み
立
て
た
基
金
か
ら
補
填
金
が

支
払
わ
れ
る
通
常
補
填
が
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
３
月
期
に
２

年
ぶ
り
に
、
さ
ら
に
４
月
か
ら

６
月
期
か
ら
は
、
８
年
ぶ
り
に

異
常
補
填
が
発
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
交
付
さ
れ
て
も

　
林
道
諸
沢
北
富
田
線
は
早
急

な
完
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

工
事
は
大
き
く
遅
延
し
て
い
ま

す
。
同
路
線
の
工
事
概
要
は
。

平
成
21
年
度

に
着
工
し
、

全
体
事
業
費
の
見
直
し
が
必
要

に
な
り
、
令
和
３
年
度
に
２
億

５
８
３
０
万
か
ら
４
億
８
０
０
０

万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

期
間
に
つ
い
て
終
了
年
度
を
令

和
４
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
へ

９
年
延
伸
し
て
い
ま
す
。

　
配
合
飼
料
の
価
格
は
値
上
が

り
を
続
け
て
お
り
、
畜
産
農
家

か
ら
は
経
営
が
続
け
ら
れ
な
く

な
る
と
の
悲
痛
な
声
が
聞
か
れ

ま
す
が
、
現
状
は
。配

合
飼
料
の

価
格
は
令
和

３
年
初
頭
か
ら
値
上
が
り
を
続

け
、
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

等
の
影
響
に
よ
り
、
高
騰
す
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
般
農

家
へ
の
販
売
価
格
は
令
和
４
年

７
月
か
ら
９
月
期
に
お
い
て
、

令
和
２
年
７
月
か
ら
９
月
期
と

比
較
し
ま
す
と
、
約
１・
５
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
遅
延
の
理
由
は
。

大
規
模
な
切

土
に
事
業
費

を
要
し
、
ま
た
計
画
単
価
が
増

加
し
た
た
め
、
平
成
30
年
度
以

降
は
予
算
を
増
額
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
業
費
は
県
補
助
金

の
配
分
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
予
算
額
１
０
０
０
万
円
未

満
の
事
業
費
で
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
年
度
が
複
数
年
あ
り
、

そ
れ
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
は
。今

後
も
県
と

協
議
を
行
い

な
が
ら
、
適
正
な
予
算
の
確
保

に
努
め
、
遅
延
な
く
予
定
年
度

に
完
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

髙村　　功
議員

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。
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産
業
観
光
部
長
／

県
の
対
策
事
業
を
積
極
的
に
活
用

配
合
飼
料
価
格
高
騰
へ
の
対
応
は

その他の質問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
に
つ
い
て



一 般 質 問

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
が
休
館

と
な
っ
て
い
ま
す
、
今
後
の
利

用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
御
城
展
望
台
、
森

林
科
学
館
、
淡
水
魚
館
、
Ｓ
Ｌ

運
行
の
現
状
及
び
管
理
状
況
と

今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

令
和
４
年
度

か
ら
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
館
は
休
館
、
御
城
展

望
台
は
入
館
料
を
無
料
と
し
受

付
業
務
を
廃
止
し
、
管
理
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
当
面
現
状
の三次　雅子

議員 ま
ま
運
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

森
林
科
学
館
・
淡
水
魚
館
及

び
Ｓ
Ｌ
運
行
、
そ
の
他
市
内
全

域
の
観
光
施
設
等
に
関
し
て
、

は
協
議
を
行
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
、
築
堤
護

岸
工
事
も
一
部
終
了
し
狭
く
な

っ
た
清
流
公
園
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

一
部
の
イ
ベ

ン
ト
を
除
き
、

利
用
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
国
は

強
制
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
任

意
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
半
の

市
民
の
方
々
が
接
種
を
受
け
て

い
ま
す
。
不
安
と
心
配
に
自
信

を
持
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
市
長
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
さ
れ
て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

私
も
自
信
を
持
っ

て
答
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
理
由
は
大
前
提

と
し
て
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
治

験
中
で
あ
り
安
全
性
も
効
果
も

確
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
と
し
て
も
接
種
は
個

人
の
判
断
で
行
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
治
験
中
で
あ

っ
て
効
果
や
安
全
性
が
確
約
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
と
市
民
の
皆
様

に
告
知
す
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
強
制
で
は
な
く
自
己
判

断
で
あ
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な

案
内
文
書
に
混
ぜ
込
み
な
が
ら

強
調
す
る
よ
う
に
担
当
課
に
は

指
示
を
し
ま
し
た
。

　
小
児
科
学
会
も
子
ど
も
の
接

種
を
推
奨
し
効
果
と
安
全
性
が

認
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
不
安

と
心
配
を
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う

市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い

ま
す
。

当
初
に
比
べ
て
、

日
に
日
に
世
界

中
で
い
ろ
ん
な
論
文
が
出
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に

あ
り
ま
す
ソ
ー
ク
研
究
所
、
こ

こ
は
ス
パ
イ
ク
た
ん
ぱ
く
自
体

が
非
常
に
危
険
だ
と
い
う
こ
と

を
論
文
で
発
表
し
ま
し
た
。
こ

こ
は
ウ
イ
ル
ス
学
の
世
界
的
権

威
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
を
は
じ
め
と
し
て
日

本
で
も
子
ど
も
の
接
種
の
努
力

義
務
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
、
全
国
有
志
医
師
の
会

が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
こ
の

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
検
証
を
し

よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。
不
安

を
持
ち
な
が
ら
も
市
民
全
員
の

方
々
が
自
分
た
ち
で
し
っ
か
り

勉
強
を
し
て
、
そ
れ
で
意
思
決

定
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の

か
な
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

山方地域の観光施設
と清流公園について
産業観光部長／
現状のままの運営・検討、
利用休止

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。
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市
長
／
治
験
中
で
あ
っ
て
効
果
や
安
全
性
が
確
約
さ

れ
て
い
な
い
。
個
人
個
人
の
意
思
決
定
を

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る

市
長
の
対
応
と
考
え
方

市
長

市
長

山方地域の観光施設
（パークアルカディアケビン村）



一 般 質 問

し
た
上
で
、
見
直
し
、
拡
充
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。現

在
の
と
こ

ろ
２
万
円
が

妥
当
と
考
え
、
引
き
続
き
本
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
陣
痛
等
の
緊
急
な
状
態
で
妊

婦
さ
ん
が
気
兼
ね
な
く
呼
べ
る

救
急
車
両
を
産
救
車
と
し
て
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る
環

境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
導

入
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

マ
タ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
営

業
時
間
外
や
家
族
等
、
協
力
者

が
い
な
い
と
き
に
は
、
事
前
に

医
師
等
に
相
談
の
上
で
緊
急
と

判
断
さ
れ
た
時
に
迷
わ
ず
救
急

車
を
要
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う

保
健
福
祉
部
と
連
携
し
て
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

が
る
音
楽
療
法
士
の
配
置
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

利
用
者
の
ニ

ー
ズ
や
専
門

家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
導
入
や
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

今
後
、
い
ば

ら
き
リ
ト
ル

ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
利
用

を
案
内
し
、
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

乳
児
育
児
用
品
購
入
助
成
事

業
に
つ
い
て
、
友
好
都
市
で
あ

る
蔵
王
町
で
は
５
万
円
分
、
県

内
で
も
日
立
市
で
は
８
万
円
分

の
同
様
の
助
成
券
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
も
考
慮

　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
か
ら
登

下
校
時
が
苦
痛
、
憂
鬱
に
な
る

こ
と
は
ラ
ン
ド
セ
ル
症
候
群
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
軽
量
の
リ

ュ
ッ
ク
型
ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
多

様
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

本
市
の
基
準

は
背
負
い
式

の
も
の
で
安
全
が
確
保
で
き
る

も
の
で
他
の
要
件
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
保
護
者
の
皆
様
に

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
10
月
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

本
格
始
動
を
前
に
し
た
準
備
の

詳
細
や
整
備
の
充
実
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

現
在
、
模
擬

訓
練
を
行

い
、
整
備
に
は
様
々
な
方
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、

子
育
て
支
援
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用

を
活
動
費
と
し
て
申
請
可
能
に

で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
と
し

て
伺
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
事

業
な
ど
も
利
用
可
能
で
す
。

ランドセルの
多様化については

子育て支援に
ついては

教育部長／本市の基準は
背負い式で安全が確保で
きるものです

保健福祉部長／
子育て環境の充実を図って
いきます

小原　明彦
議員

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 

…
低
出
生
体
重
児
（
２
５
０
０
ｇ
未

満
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
）
を
持

つ
保
護
者
の
た
め
の
手
帳

保
健
福
祉
部
長
／

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

な
ど
も
利
用
可
能
で
す

地
域
サ
ロ
ン
活
動
支
援

事
業
に
つ
い
て
は

※録画配信をご覧
　いただけます。
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長

保
健
福
祉
部
長
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健
福
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長

保
健
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長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

消
防
長

ランドセルの重量化が
懸念される子どもたち



一 般 質 問

平
均
所
得
は
４
３
３
万
円
で
す

が
、
非
正
規
労
働
者
の
平
均
所

得
は
１
７
６
万
円
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
含
め
、

今
後
の
取
組
と
将
来
像
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

に
つ
い
て
は
、

常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
や
第
２

次
常
陸
大
宮
市
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
、

若
い
女
性
の
転
出
超
過
を
抑
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
常
陸
大
宮
駅
周
辺

を
お
し
ゃ
れ
で
利
便
性
の
高
い

空
間
と
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
を
は
じ
め
と
し
た

若
年
層
の
定
住
意
欲
を
高
め
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

将
来
予
測
で
す
が
、
特
に
若

い
女
性
の
転
出
超
過
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す

が
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
計
算

に
使
わ
れ
る
15
歳
か
ら
49
歳
ま

で
の
女
性
の
人
口
を
国
勢
調
査

の
結
果
で
比
較
す
る
と
、
平
成

22
年
は
７
９
０
２
人
、
平
成
27

年
は
６
８
５
８
人
、
令
和
２
年

は
５
８
３
９
人
と
減
少
が
進
ん

で
お
り
、
本
市
の
人
口
減
少
は

今
後
も
進
む
も
の
と
捉
え
て
お

り
ま
す
が
、
各
施
策
に
よ
り
そ

の
減
少
幅
を
緩
や
か
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
口
変
化
要
因
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
を

諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
北
欧

や
英
米
は
２
０
２
１
年
に
は
反

転
攻
勢
に
な
っ
て
い
る
が
、
日

本
は
横
ば
い
（
１
・
30
）、
韓

国
は
０
・
81
と
い
う
厳
し
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
さ
の
一
つ
目
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

は
、
い
わ
ゆ
る
出
生
と
相
関
関

係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
、
所
得
で
す
。

所
得
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
非
正
規
労
働
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
全
労
働
者
の

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。
従
来
の
住
民
参
加

の
方
式
で
は
市
民
の
声
や
要
望

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
と
の
認
識
に

至
っ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
対

話
集
会
、
電
子
メ
ー
ル
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
請
願
・
陳

情
な
ど
に
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
住
民

参
加
型
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

の
今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

我
が
国
に
お

い
て
は
、
本

年
６
月
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
た
重
点
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
国

内
で
は
住
民
参
加
型
合
意
形
成

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
た

兵
庫
県
加
古
川
市
な
ど
、
国
内

で
は
一
部
の
自
治
体
で
そ
の
よ

う
な
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

普
及
率
が
ま
だ
低
い
状
況
に
加

え
、
個
人
的
な
要
望
を
聞
き
す

ぎ
る
あ
ま
り
、
そ
れ
に
忙
殺
さ

れ
そ
れ
以
上
の
取
組
の
た
め
の

余
力
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味

す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
の
現

象
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

住
民
参
加
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大貫　道夫
議員

住民参加型の
意見集約を

政策審議監／
個人的な要望が課題

住
民
参
加
型
合
意
形
式
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

 

…
オ
ン
ラ
イ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

上
で
多
様
な
市
民
の
意
見
を
集

め
、
議
論
を
集
約
し
、
政
策
に
結

び
つ
け
て
い
く
た
め
の
機
能
を
有
し

て
い
る
ア
イ
デ
ア
募
集
シ
ス
テ
ム

その他の質問

・
今
年
度
予
算
の
執
行
状
況
に

つ
い
て

・
市
産
業
振
興
と
格
差
社
会
へ

の
対
応
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。
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政
策
審
議
監
／
女
性
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

人
口
変
化
要
因
に
お
け
る
合
計
特
殊

出
生
率
と
所
得

政
策
審
議
監

政
策
審
議
監



議  員  提  出  議  案議  員  提  出  議  案議  員  提  出  議  案

●教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持に
　係る意見書

議提第２号 可決

　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆ
たかな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況と
なっています。また、新型コロナウイルス感染症対策に伴い新たな業務も発生しています。ゆ
たかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種の配置増など教職
員定数改善が不可欠です。
　2021年３月の義務標準法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に35人に引き下げられ
るものの、今後は、小学校に留まることなく、中学校での35人学級の早期実施も必要です。加えて、
きめ細かい教育を進めるためには、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が必
要です。
　一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もありますが、自
治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度については、「三位
一体改革」の中で2006年度に国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられました。国の
施策として定数改善に向けた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水
準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件
整備は不可欠です。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が
計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。
 

記

１．中学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討する
こと。

２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など
教職員定数改善を推進すること。

３．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負
担制度を堅持すること。

　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。

　　令和　　年　　月　　日
茨城県常陸大宮市議会　　

　衆 議 院 議 長　様
　参 議 院 議 長　様
　内閣総理大臣　様
　財 務 大 臣　様
　総 務 大 臣　様
　文部科学大臣　様
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１　名　　　称　　議会改革推進特別委員会
　
２　設置の根拠　　地方自治法第１０９条及び常陸大宮市議会委員会条例

３　目　　　的　　市民に開かれた議会と議会の機能強化に関する調査、検討を行う。

４　委員の定数　　１７人とする。（議長を除く。）

５　設置期間等　　（１）地方自治法第１０９条第８項の規定により、閉会中も調査する。
　　　　　　　　　（２）この調査の結果を議会に報告したときをもって任務を終える。

　　委 員 長　　大貫　道夫
　　副委員長　　三次　弘史
　　委　　員　　秋山　信夫　　掛札　行雄　　淀川　茂樹　　髙村　和郎
　　　　　　　　𠮷川　美保　　小森敬太郎　　冨山　和男　　岡﨑　欣也
　　　　　　　　小原　明彦　　黒部　博英　　髙村　　功　　圷　　司一
　　　　　　　　倉田　稔之　　三次　雅子　　小河原利一郎

●議会改革推進特別委員会設置に関する決議議提第３号 可決

●常陸大宮市議会議員政治倫理条例に基づく辞退届の
　提出状況を公表します。
辞退届の提出状況
　辞退届とは、常陸大宮市議会議員政治倫理条例の第10条第３項に基づき、議員、その配偶者又は当該

議員の１親等若しくは同居の親族が役員をしている企業及び議員が実質的に経営に携わる企業が、市及

び市が関係する団体と契約を結ぶことを辞退する際に提出する届出です。

　このたび、４名の議員より辞退届が提出されました。（順不同）

　　●秋山　信夫　議員

　　●小森敬太郎　議員

　　●岡﨑　欣也　議員

　　●倉田　稔之　議員
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まち
かどか

ら…

まち
かどか

ら…
ままちち
かかどどかか

らら……

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

表紙の言葉
「子育てしやすいまち」を目指す事業について、これから
４回にわたり表紙でご紹介します。

編編
集集
後後
記記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

約
２
年
間
の
自
粛
を
経
て
、
よ
う
や
く
い

ろ
い
ろ
な
催
し
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
人
が
集

い
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
正

し
く
恐
れ
て
十
分
な
対
策
を
と
っ
て
、
世

の
中
の
動
き
を
止
め
な
い
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
市
議
会
も
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
の
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
ま
で

以
上
に
市
議
会
の
様
子
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
編
集
に
努
め

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
委
員
長　

倉
田　

稔
之

第４回定例会会期日程（予定）

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
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こどもセンター療育支援事業の各教室がこどもセンター療育支援事業の各教室が
スタートスタートしましたしました

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会事
務局）において、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は３０人です。定員を超えた場合
は、４階傍聴人ロビーのモニターで
ご覧いただけます。

（第３回定例会の傍聴人は延べ３９人でした。）

※新型コロナウイルス感染症の感染防止
　のため、マスクを着用して傍聴いただ
　きました。
　ご協力ありがとうございました。

月日 曜 会　議 内　　容
12月6日 火 本会議 開会、議案説明

 7日 水 休　会 議案調査

 8日 木 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑
補正予算

 9日 金 休　会 議案調査
12日 月 本会議 一般質問
13日 火 本会議 一般質問
14日 水 常任委員会
15日 木 常任委員会
16日 金 常任委員会
19日 月 休　会 議案調査
20日 火 休　会 議案調査

21日 水 本会議 委員会審査報告、質疑
討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。
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